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工 事 名

工事内容

●工事区分　護岸(防波)の地盤改良工事は、下記の2件に分けて進めます。

●工事の流れ  本工事は、下記のような流れで進めていきます。

南側
横浜港新本牧地区護岸(防波)

南側海上地盤改良工事
R2.7.7 ～ R4.3.28

東亜・本間・不動テトラ
特定建設工事共同企業体

新本牧ふ頭の南側の護岸を担当。サンドコンパクションパイル約10,500本を施工します。

東側
横浜港新本牧地区護岸(防波)

東側海上地盤改良工事
R2.7.1 ～ R3.12.24

五洋・みらい
特定建設工事共同企業体

新本牧ふ頭の東側の護岸を担当。サンドコンパクションパイル約7,000本を施工します。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

横浜港新本牧地区護岸(防波)南側海上地盤改良工事

横浜港新本牧地区護岸(防波)東側海上地盤改良工事
横浜港新本牧地区護岸(防波)の整備に向けて、海底地盤を改良しま
す。

工事名 工期 施工会社

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

岸壁(水深18m)

護岸(防波)

防波堤

荷さばき地

道路

本工事

▽工程表

南側
東側

▽（新本牧ふ頭）施工位置図

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

▽新本牧ふ頭位置図

締固工敷砂工準備工 調査工

締固工（サンドコンパクションパイル）施工の様子（令和３年１０月）

東側工区

南側工区

新本牧地区
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準備工 敷砂工 調査工

主任技術者の石本です。

ここまで無事故・無災害で施工が進んでいます。

最後まで気を抜かずに無事終えられるよう頑張

ります。

【 BIM/CIMとは 】
・BIM/CIMとは、Building/Cnstruction Information

Modeling,Managementの略称です。
・計画、調査、設計、施工、維持管理の各段階において、

3次元モデルを連携・発展させ、関係者間の情報共有を
容易にします。

・当工事では、進捗管理や工事間の施工調整に使用しています。

東側工区

南側工区

2隻の作業船の位置調整に使用 コンパクションパイルの進捗管理に使用
（曜日毎に色分けをして３Dで表示）

BIM/CIMの適用例

現場代理人の榊原です。

コミュニケーションを図りながら、無事故・無災

害を目指し、安全第一で施工しています。

五洋・みらいJV

榊原さん

五洋・みらいJV

石本さん


